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ハーフメタル強磁性体 CrO2 はスピン偏極率が理

論的に 100 ％であると示唆され[1]、スピントロニク

スへの応用が期待されている。しかしながら表面に

反強磁性絶縁体 Cr2O3が積層される為、光電子分光法

を用いて電子構造を完全に決定することが非常に

困難である[2]。本研究では表面 Cr2O3 層に埋もれた

CrO2の電子状態を解明する為、共鳴非弾性軟 X線散

乱(RIXS)による電子状態観測を行った。 

実験は、SPring-8 BL07LSU[3] の超高分解能軟 X

線発光分光ステーションにおいて、エネルギー分解

能 200 meV で測定した。図 1 に入射光エネルギー

581.4 eV で測定した Cr L3端 RIXS スペクトルを示

す。Cr2O3単結晶試料の RIXSスペクトルと比較する

ことにより、0.9 eV付近に CrO2由来の電荷励起 Aを

観測することに成功した。さらに、磁場を印加した状

態で円偏光依存性を測定することにより、励起構造

Aにおいて明瞭な円二色性を観測することに成功し

た。 
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図 1. hνin = 581.4 eVで測定した 

Cr L3端 RIXSスペクトル

 


